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になって、もう一度地域づくりとかそういう事

業について考えていただくということを、我々

市の職員側も本当に任せっきりで非常に無責任

な状態の部分もありますので、もう一度そうい

ったところを再構築すべく努力しなきゃいけな

いと思います。大変ありがとうございました。 

○蒲生光男議長 大道寺 信議員。 

○８番 大道寺 信議員 以上で終わります。あ

りがとうございました。 

 

 

 梅津善之議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位９番、議席番号２番、

梅津善之議員。 

  （２番梅津善之議員登壇） 

○２番 梅津善之議員 ６月一般質問最後の出番

になりました。いつも最後で、傍聴の方がだれ

もいなく、寂しい思いもしてたんですけども、

きょうは平野地区の地区長会の皆様、大変あり

がとうございます。 

 実は、きのう、10何年かぶりに平野地区のソ

フトボール大会に出てきまして、いつも10何年

前はピッチャーなんですけども、最初からおま

えはキャッチャーだということで、足腰がかな

りがたがたで、壇上から倒れないように頑張り

ますので、最後までよろしくお願いいたします。 

 早いもので議員として１年が過ぎました。振

り返ると、自分の生活と新たに加わった議員生

活との変化の中で、自分なりに大変悩んできま

した。１年間何もできない自分の情けないとこ

ろと、悔しいというか、情けない思いで反省す

るところがいっぱいあります。悩みが絶えない

１年でしたけども、ことしも１年、今まで以上

に努力してまいりたいと思っております。 

 さて、田植えも一段落しまして、澄んだ空気

とすがすがしい朝を迎えて気持ちを新たにして

いるところでございます。私自身、心と体のア

ンバランスでこれも悩んでおるところでござい

ますが、今回の通告の長井市民の健康対策につ

いてということで精いっぱいやりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 まず、１点目の健康診断の受診率向上と具体

的な取り組みはということで、まず社会保険に

加入している方は、大部分が会社で健康診断な

どを強制的に受ける機会に恵まれていると思い

ます。一方で、国民健康保険に加入されている

方の多くは、会社での健康診断などのように自

動的に受けられる機会がなく、市民の健康診断

などを受診しない人も多く見られますのが現状

です。また、親と生活をともにする若い世代の

人たちは、市の健康診断があることこそ知って

いると思いますが、いつどうやって行われてい

るかも知らず、必要性も感じない若い人もたく

さんおられると思います。そうなると、健康診

断を受けていない人は病気の発見などがおくれ

てしまうこともあると思います。その人たちに

も確実に健康診断を受けてもらえるような具体

的な取り組みなどをぜひお聞かせいただきたい

と思います。 

 ２番目に、食生活改善推進協議会の取り組み

をどう市政に生かしていくかということです。 

 ウオーキングラリーなどさまざまなイベント

が、長井市でも健康に関するイベントが行われ

ております。市民はたくさん参加されていると

思いますが、健康に対する意識がもっと多く持

っていると思います。私といたしましても、せ

っかく参加しているのに、その後、例えば毎日

の食生活で脂っ濃いものを食べたり、そういう

ことがあると、どうしても運動だけでは健康を

保てるとは思っておりません。食生活の面もあ

わせて考えていってはいかがでしょうか。 

 健康対策の一環として、市で行っている食生

活改善推進協議会があります。先日、今泉議員

のところに行って詳しい話をお聞きしてきまし
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た。こんな活動をしている会が長井市にあると

は私も知らなかったので、大変勉強になりまし

た。例えば、地元の野菜を使った料理をたくさ

ん考案しています。そのようなことを、例えば

長井市のイベントとともに食生活の改善も一緒

に行えるような具体的な活動も必要ではないか

と思います。地元の野菜をたくさん使ったメニ

ューを、食生活改善協議会の中ではたくさんメ

ニューとして出していられるそうです。それを

ぜひ市民の方に知っていただき、スポーツや運

動も当然でしょうけども、食生活の改善を、家

庭でも、地域の食堂であったり、レストランで

あったり、そういうところの中でも多く普及し

ていただけるよう地域の方に普及する。そして

長井市がぜひ健康なまちで、長井市に来れば健

康になるといったまちだと言われるようなまち

に変えていってはいかがなものかと思っており

ます。 

 決してお金のかかるようなことではないと思

います。地域の意識とか、みんなで話し合って

できることだと思いますので、この辺からまち

づくりをしていったらいいかなと思いました。 

 次に、市民ひとり１スポーツということを長

井市で提唱しております。その実態と課題はと

いうことで、長井市では、市民ひとり１スポー

ツを上げています。では、実際どれぐらいの人

がどれだけのスポーツをしているというのは、

全く目に見えないと思います。実際のところは

どうなっているんでしょうか。 

 また、若い世代でも体力のない方がふえてい

ると聞きます。若い世代の方や、この市民一ス

ポーツを知らないと言っている人もたくさんい

ると思います。そんな方にも進んで参加してい

ただくような環境づくりなどもしていただきた

いと考えますが、いかがですか。 

 次に、メタボリックシンドロームの状況と実

態はということです。 

 余りいい名前ではないと聞き及んでおります

が、自身、メタボであることはごらんのとおり

でございます。恥ずかしながらでございますが、

なりたくてなっているわけではないということ

だけご承知していただきたい。 

 ただ、太っている人だけがメタボだかという

と、決してそんなことではないと思います。実

は高血圧であったり高脂血症、さまざまな病気

が生活習慣病と重なっている状態を総称してい

っているそうです。全国では中年男性の２人に

１人、中年女性の５人に１人という高い割合で

メタボリックシンドローム予備軍があるとデー

タとなっています。長井市ではどうなっている

んでしょうか。 

 また、メタボリックシンドロームの原因の一

つとして運動不足が上げられますが、例えばフ

ットパス、最上川沿いにできているフットパス

などをぜひもっと市民の方に知っていただき利

用していただく。 

 さらには、食生活の改善、先ほど申し上げま

したように、地元の野菜、キノコ、山菜、旬な

ものをたくさん食べられるようなメニューをい

っぱいつくって市民に提唱してはいかがでしょ

うか。 

 次に、ストレスを残さない生活と対策はとい

うことで、近年、不況、生活環境、いろいろな

不安によってストレスを抱えている人は多いと

思います。その中で、自分なりの解消の仕方や

趣味を持っている人は、ストレスをためること

なく過ごしていっている方もいらっしゃいます。

疲れを残さないことや悩んでいることの解消の

仕方、例えば運動もそうですし、趣味、個々に

さまざまな趣味を持っていられる方は、割とス

トレスをためないで生活しているようにお伺い

しております。趣味をたくさん持って健康な生

活をできる、そんなまちづくりに努められるた

めにも、ぜひたくさんのスポーツや趣味を持て

るような環境をつくることも大切だと思います

が、いかがですか。 
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 最後に、毎日の食生活の改善の取り組みはあ

るのかということです。 

 先日、健康課長にきょうの話をいろいろお伺

いに行きました。そのときに、タニタの体組成

計を、どうぞ、梅津さん、乗ってみたらいかが

ですかなんていうことで、全然あるのも知らな

いで健診をさせていただきました。大変優しい

保健師さんで、梅津さんはこれこれですねと。

筋肉はすばらしくあります、ちょっと足の筋肉

は非常に弱っているみたいですねと優しく教え

ていただきました。食生活も運動もして体質改

善をしたらいいですよねと、非常に親切にアド

バイスをいただきました。ありがとうございま

した。 

 私に限らず、たまたま私は保健師さんに、保

健センターに行ってそのようなことをアドバイ

スを受けましたが、行けなくて、忙しくて行け

ないとか、行く気もないとか、さまざまあると

思いますが、なかなか指導を受けられないで病

気になってしまうとか、そのようなことがたく

さんあると思います。 

 市としても、まず３万人復活はもとより、今

いる市民の方が健康で暮らせるような、いつま

でも元気で長生きしていられるような長井市を

目指すべきではないかと思っております。 

 また、個人個人の状況も生活習慣も違うので、

それぞれ違った食生活の改善も指導やアドバイ

スをしていただくことが必要だと考えます。 

 自分の話で大変恥ずかしいんですが、以上を

もって壇上からの質問とします。どうもありが

とうございました。（拍手） 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津議員のご質問にお答えいた

します。 

 私のほうからは、健康対策の基本的な考え方

についてお答えをさせていただきまして、健康

課長と生涯スポーツ課長のほうからそれぞれの

細部についての答弁をいたさせます。 

 まず、梅津議員がおっしゃいますように、３

万人復活というのは復活で、これは一つのスロ

ーガンとして大切だと思っていますし、あと幸

せを実感できるまちを目指すべきじゃないかと

いう考え方についても、その幸せな暮らしをす

るには、何といっても健康がまず基本にあるわ

けですから、ですからこれも大切なことだろう

というふうに思っております。 

 健康対策の基本というのは、今月の１日に厚

生労働省が発表しました、いつまでも元気で長

生きすることに着目した健康寿命の延伸にある

というふうに思います。日本人の平均寿命は大

幅に伸びまして、今では世界有数の長寿国なわ

けですけども、これからは一生のうちで健康面

の支障がなく日常生活を送れる期間をできるだ

け長くしていくことが大事だと思います。 

 そのためには、食事、運動のほか、いろいろ

な要素が関係しておりますので、その実現を目

指す計画が必要だということになると思います。 

 ことしは、健康づくりのマスタープランにな

ります「第２次健康日本21ながい」の策定の年

度に当たっておりまして、各分野のそれぞれの

皆様からご意見を伺いながら進めてまいりたい

と思います。 

 また、市民の方からも、例えば年齢は若くて

も女性特有のがん、例えば乳がんなどの検診は

受けられないのかと。これは40歳以上になって

おりますが、現実的には30代で発病して、検診

が対象になってないもので手遅れだったという

ケースがそんなに珍しくない状況になっており

ますので、長井市としても独自の課題として検

討しなければならないと考えているところでご

ざいます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○蒲生光男議長 松木幸嗣健康課長。 

○松木幸嗣健康課長 梅津善之議員のご質問にお

答えしたいと思います。 

 私のほう、何点かございますんで、順次お答
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えさせていただきたいと思います。 

 最初に、健康診断の受診率向上の具体的な取

り組みはということで、確実に健診を受ける取

り組みということをいただいたわけなんですが、

長井市の特定健康診査の受診率は、平成22年度

には前年度より4.1ポイントほど上昇いたしま

して32.7％という形です。しかしながら、県内

順位は１ランク上げたんですが、まだまだ下位

のところで32位という形になっております。ま

た、23年度はまだ確定していませんが、ほぼ前

年度より若干アップしているんじゃないかなと

いうふうに思っております。 

 その取り組みでありますが、まず最初に、や

はり現況を把握するということが大事だろうな

というふうに思いまして、ことしの１月、健康

診断についての意向調査を実施させていただき

ました。受診予定者は45.4％、これに対して受

診しないというふうに答えた方は49.8％と、し

ないとお答えした人が上回っているというよう

なことでありました。そういった方の内訳を見

ますと、64％が通院していると。どこかにかか

っているので大丈夫というようなお答えだと思

うんですが、そういった結果が出ております。

まずはこの未受診者の方の対策を進めなければ

ならないというふうに考えております。 

 未受診者の対策としましては、健診を申し込

まなかった方に受診勧奨を図るという意味で、

受診者すべてにも配っているんですが、しなか

った方についても受診券の発行、さらにはその

後電話による受診勧奨を行っていきたいという

ふうに思っています。 

 また、健診を受ける環境づくりということで

すが、集団健診につきましても、予備を含めま

して今年度は30回という非常に大きな回数を確

保させていただきましたし、このところ好評を

いただいています個人的な、個別的な健診、開

業医さんのご協力をいただいている健診につき

ましても、一つではございますが、実施期間を

ふやすことができました。また、ことしは検査

項目としまして、血清クレアチニン検査という

ことで、いわゆる腎臓機能の検査を充実させる

ということができまして、健診の有益性等も高

めたというふうに思っております。 

 そのほか、やっぱり確実に受けるという意味

で、健診の道具ですね。グッズを、基本的には

１カ月前には配らせていただくと。ただ、もし

場合によってはちょっと外れるときがあります

んで、期間がある場合は隣組回覧でぜひ受けて

くださいという、そういった広報も行っていき

たいというふうに思っております。 

 このほか、いろいろ健康情報であるとか市報

に載せたり、看板、チラシ、企業訪問等も行っ

ていきたいと。こんな形で確実な健康診断に向

けて取り組んでまいりたいというふうに思って

おります。 

 ２番目に、食生活改善推進協議会の取り組み

はどう生かしていくのかという点でありますが、

もう事前に調査なさっているようでございます

んで申し上げるほどでもないんですが、食生活

改善推進協議会の皆さんは現在153名の会員で

組織しております。事業といたしまして、研修

会、料理教室、市報への三つ星レシピの掲載な

どをはじめ、地域の栄養教室やミニデイサービ

スでの協力をしていただいております。また、

その研修内容を伝達研修という形で、会員に限

らず地域の市民の皆さんも巻き込んで普及をし

ていただいているという形であります。 

 食生活改善の皆さんは、我々の塩分摂取の減

少であるとか、出ていましたが野菜の摂取など

ということについても非常に取り組んでいただ

いている、我々の推進する有力なパートナーだ

なというふうに思っていますし、地域にもいま

すので、地域の皆さんでも食生活面の応援をし

ていただけるという方だと思っております。 

 ご質問の中であります、地域の皆さんと一体

にという部分ですが、ぜひ伝達研修を、飲食店
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の方でも参加していただいても結構ですし、お

話にありました運動後のレシピはどうなんです

かという、そういったことに活用していただい

てもよろしいのかなというふうにも思います。

各地で開催しているようでございますんで、参

加いただければと思っています。 

 また、このたび置賜保健所が中心に、市内の

健康づくり協力店ということで11店舗のチラシ

を作成するということになりました。この中で

は、メニューにエネルギーや塩分の栄養成分の

表示を進めているという活動を始めております

んで、こういった活動についても当方としまし

ても推進していきたいなというふうに思ってい

るところであります。 

 次に、メタボリックシンドロームの実態と対

策は何かということですが、メタボリックシン

ドロームの実態の指標となります内臓脂肪症候

群該当者、これは簡単に言うと、腹回りが85セ

ンチ以上で高血圧であるとか高血糖とか脂肪異

常というのが２項目以上の方であります。この

方と、その予備軍についてでありますが、これ

は腹囲が85センチ以上で該当項目１つという方

なんですが、その合計が受診者に占める割合と

しまして、22年度データによりますと、25.6％

ということで、ほぼ４人に１人という割合です。

県平均よりは、県平均が26.8％ですんで下回っ

ております。ただ、そのうち予備軍の該当者だ

けの割合を見ますと、県平均より若干上回って

いるということですので、早目の対応が必要で

あります。 

 それにつきまして、月並みですが、適切な運

動、食事の啓発、保健師による指導ということ

があります。食事についてはバランスのよい食

事が基本になりますが、適切な食事の内容と量

を知るということが大切になります。ご質問に

ありますキノコ等の話が出ておるんですが、野

菜と同様とみなしまして、１日350グラム摂取

としていけばよろしいのかなというふうに思っ

ています。 

 運動についてですが、健康づくりの運動とし

て代表的なものは、もうご案内のとおり、歩数

にあります。歩数を増加させるということがあ

ります。データ等を見ますと、男子が目標

8,000歩に対しまして測定値としまして6,420と

いうことで若干おりています。女性は7,500歩

に対しまして5,267歩と、これも若干おりてい

るので、歩数をふやしていくということが必要

になっています。 

 まずは、やはり各自の体重に応じて、摂取カ

ロリーであるとか、運動の消費カロリーと、こ

うありますんで、その基本的な知識を普及して

いくということが大事なのかなと思っています。

また、ご質問にありましたように、やっぱり運

動を続けるということが大事でありまして、こ

れは国のほうで何かでいっているようですが、

運動を続けるというのには、できるという見込

み感がやっぱり大事だといわれています。です

ので、ご質問にありましたフットパスを生かす

とか、仲間づくりをやると。やってよかったと

いう実感ができるというようなことを、市長が

申し上げています「第２次健康日本21ながい」

の中で検討していきたいというふうに思ってお

ります。 

 また、なかなか体脂肪というのははかりづら

いということで、議員のほうから、タニタの体

組成計の話まで出していただいてありがとうご

ざいました。こちらにつきましては、保健セン

ターや地区公民館の活動の中で、内臓脂肪のレ

ベルを測定する体組成計の測定等をやっていき

たいなというふうに思っているところでありま

す。 

 あと続きまして、ストレスを残さない生活と

対策ということですが、これもデータ的に最初

紹介させていただきますと、健康づくりの休養、

心の健康データを見ますと、ストレスを解消で

きない人の割合、これが目標が29.5％に対しま
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して55.9という非常に高い数値があります。た

だ、やっぱりストレスというのは各自の個性で

ありますとか、環境でありますとか、種々の原

因があるというふうにも考えられますし、スト

レスの程度というんですかね、重く感じる人、

低く感じる人、これも個人差があるということ

でございますんで、個人に合った解消法、これ

は質問の中でも出ておるような、いろいろ事例

が出ているとおりでありまして、何かしら解消

事例を見つけるということが大事なのではない

かと思っています。 

 こういったところになかなか難しい部分があ

るんですが、保健師のほうにもこういった相談

を対応するように、またストレス解消にかかわ

る啓発運動、活動も地道に続けるというような

ことをやっていきたいと思っています。 

 最後に、毎日の食生活改善の取り組みはとい

うところでありますが、食生活改善の第一歩は

やっぱり適切な食事の内容と量を知るというこ

とが大事でありまして、これもまたこのデータ

を見ますと、適切な食事の内容と量を知らない

人となると、50％程度、半分しかやっぱりいな

いということですので、地域での栄養教室等々

のＰＲ活動がやっぱり必要だと思っています。

栄養のバランスをよくする、いわゆる腹八分目

がよいというのはもうご承知のとおりですが、

最近は夕食の時間が遅いと肥満傾向があるとい

われていますし、食事時間帯のとり方やそしゃ

く、よくかむこと、これが満足感を促すという

ことで、食事の量を改善することに役立つとい

うことなどあります。これは、個別の保健指導

ではやってきているようなことでありますが、

もう少し地域のほうにも広めていくというよう

な努力をしていきたいと思っています。 

 また、保健指導、今回保健センターのほうに

議員来ていただきまして、おいでいただいた際

にさせていただいたんですが、指導は受けやす

いように、希望者の時間帯に合わせて現在も平

日で調整させていただいてやらさせていただい

ているところであります。そして、相談に来た

方の各自の状況に合わせて保健師にも対応させ

るように指導しているところでございます。以

上です。 

○蒲生光男議長 佐藤孝博生涯スポーツ課長。 

○佐藤孝博生涯スポーツ課長 梅津議員の質問に

お答えをさせていただきたいと思います。 

 私からは、市民ひとり１スポーツの実態と課

題は何かについてでありますが、平成23年度の

市民ひとり１スポーツの実践に向けた取り組み

につきましては、各種市民大会に2,060名、市

民スポーツ教室に200名の参加をいただきまし

た。また、市民小出プール、道照寺平スキー場、

パークゴルフ場等の開設で延べ１万6,300名ほ

どの利用をいただいております。また、市内小

中学校体育館等の夜間開放では、50団体978名

の皆さんが自主サークル等で活動を行っており

ます。その他、スポーツ少年団31団体、体育協

会加盟団体26団体が活発な活動、大会、教室等

の展開をしていただいております。 

 市民のスポーツ活動への取り組み状況、市の

スポーツ人口につきましては、確たるところは

把握をしておりませんが、昨年６月、総合型地

域スポーツクラブ創設に向けて、市内小中学校

にお願いをいたしまして、児童生徒の皆さんを

通して、児童生徒、保護者、祖父母等の皆さん

を対象に、スポーツに関するアンケート調査を

実施させていただきました。限られた年代層に

なりますが、成人の調査結果について一部ご紹

介をさせていただきたいと思います。 

 アンケートの回収数でありますが、児童生徒

2,086名、保護者、祖父母等3,147名の方から回

答をいただきました。保護者、祖父母等の年齢

構成は、当然ではあると思いますけれども、31

歳から40歳が40％、41歳から50歳が36.64％と

全体の77％となっております。 

 「体力づくりが必要と感じていますか」の質
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問では、とても感じている44.86％、感じてい

る45.08％、ほとんどの方が健康、体力づくり

の必要性を感じていらっしゃいます。 

 「スポーツを行っていますか」の質問では、

行っているは34.68％で、そのうち週１回から

２回行っている方が13.51％で一番多く、ほと

んど行っていない人は65.32％となっておりま

す。 

 行っているスポーツの種目では、ウオーキン

グが30.87％で一番多く、次いでジョギング、

サイクリングが上位に来ております。 

 スポーツをする理由では、健康増進のため、

ストレス解消やリフレッシュが圧倒的に多く、

みんなと一緒に活動したいという方も上位のほ

うに入ってきております。 

 スポーツをしない理由では、時間がないから

が47.49％で圧倒的に多く、次いで、きっかけ

がないからが18.17％となっております。この

部分についても大変重要な部分というふうに感

じているところであります。 

 また、若い世代の体力低下につきましては、

総理府の調査によるものですけれども、成人世

代別の週１回以上のスポーツ実施率によります

と、20代、30代の実施率は他の世代と比較する

と低いというデータが出ておりまして、若者の

体力低下につながっているものと推測されます。 

 このアンケート調査の結果から、多くの皆さ

んが健康や体力づくり、スポーツ活動が必要で

あると考えていますが、いろいろな条件の中で

なかなかスポーツに取り組めないでいる市民の

皆さんが多い状況でありますし、スポーツ実施

率はまだまだ低い現状であると認識をいたして

おります。 

 このような状況も踏まえ、より多くの市民の

皆さんがそれぞれの体力や年齢、技術、興味、

目的に応じまして、いつでもいつまでもスポー

ツに親しむことができるスポーツ環境を整備す

るため、現在、総合型地域スポーツクラブ創設

に向けて取り組んでいるところであります。 

 スポーツが苦手な人でも楽しく気軽にスポー

ツに親しめる環境、そしてコミュニティが生ま

れるスポーツクラブをつくり上げていかなけれ

ばならないと思っているところであります。ま

た、健康づくりに関係する機関等と連携を図っ

て、タイアップ事業等も展開できるような取り

組みを進めていきたいと考えているところであ

ります。以上です。 

○蒲生光男議長 梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 答弁ありがとうございま

す。 

 非常に自分のことで言いづらい話にいつもな

ってしまうんですけども、小さいころから非常

に貧しくて育ってきたものですから、まずご飯

は黙ってさっさと食べて仕事したり勉強すんな

だということを教えらっちぇ育ってしまったと

いうか、そういう時代だったんだかもしれませ

んが、ゆっくりかんで食べて家族の団らんを楽

しみながらなんていうのは、本当に最近、私が

大きくなってから出てきたような気がしますし、

時代の流れとともに、経済の変化もあって、余

裕のあるような生活ができるようになって、ゆ

っくり食事を楽しむなんていうことが、近年、

なってきていると思うんです。それが、どうし

ても豊か過ぎて、現在の食生活が豊かに過ぎる

と私自身思っていて、それがどうしてもこのよ

うな状態を招き出しているんではないかなと自

分なりに考えているところです。 

 いろいろ自分、やってきたことも考えますと、

どうしてもやり過ぎたり、特に過ぎることが決

して体にはよくなくて、悩みの種になって、ス

トレスを生んで、それがまた食べるという悪循

環のスパイラルになっているような気がします。 

 そこで、今回もさまざまな議題が市長のほう

から提案なされているようですけども、よくそ

の議題をかみしめながら、そしゃくしながら考

えてもかみ切れないことが自分なりにたくさん
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あって、どうしたらいいかなと悩むことがスト

レスになっています。その辺が市長にもお伺い

したいことなんですけども、市長もいろいろ悩

みが多いことと存じますけども、その辺は市長、

どのように考えていらっしゃるかお聞きをした

いなと。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 私のメタボの原因も、梅津議員

のほうからご指摘いただきましてありがとうご

ざいます。 

 同じように、やっぱりストレスというのはよ

くないことだと思いますが、一度メタボの健診

受けられてみるといいと思いますが、私も実は

受けても余り意味がないと思ったんですが、や

っぱりどういうものか聞いてみる必要があるな

と思って受けたんですが、そうしましたら、初

めてですと言われました。そういう議員とか首

長さんがメタボの健診を受けにくるのは初めて

ですと言われましたけども、やっぱり原因は、

大抵わかっているんですね。梅津議員もわかっ

ていらっしゃると思うんですが、自分でもう一

回冷静になって自分を見詰めるためにいいのか

なと。何が原因なのかなと。食事に走ってはだ

めだなとか、あるいは夜遅く食べるとだめだな

と。 

 結構市民の皆様も同じような、ある程度自分

で原因はわかるんだと思うんですね。ただ、や

っぱり仕事でいろいろいらいらしたり、あと対

人関係でストレスを感じるというのはすごくあ

ることなものですから、ただ、議会と私、執行

者、提案側というのは、やっぱり議論をしなが

ら一致点を見出すということですから、これは

違うのはむしろ当然なのかもしれません。立場

が違いますので。ですからそこは余り、私も気

にしていませんし、梅津議員も気にする必要は

もちろんないわけですが、ただ、前に進めるに

はどこかでやっぱり一致点を見出さなきゃいけ

ないということで、同じように、健康対策も市

民の皆様と、保健師さんなんかもこういろいろ

頑張ってはいるんですが、どうしても人数が限

られていますので、そういったところを含めて、

もっと市民一人一人のお立場からどうしたらい

いかということを再度検討しなきゃいけない課

題だと思います。 

 お求めいただいた回答にはならないかもしれ

ませんが、よろしくお願いします。 

○蒲生光男議長 梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 私もメタボなので、両親

もしかり、妻にでもなんですが、食うなと言わ

れるわけですね。何々食うなと、食うなって、

食べるななんて言われっことがストレスだって

私は言うんですけども、だれかに何かすんなな

んて言われるぐらいごしゃげることない、その

辺は市長も同じだと思いますが、ただ、私の後

ろにはもう優秀な15人も立派な先生方がいらっ

しゃるわけで、市長はたった一人なわけです。

ぜひその辺は体を大事にされ、当然長井市も大

事にしながら、市政運営を頑張っていただきた

いなという思いで、この題材に取り組んだわけ

です。その辺をぜひ市長にはご理解をいただき

たいなと思います。 

 さて、ちょっと話かわるんですけども、４月

の中下旬でしたか、葉山登山が長井市の企画で

あったんでした。私、葉山に登ったことなくて、

一度は登りたいなと思いながら、我妻議員に誘

われて、行きましょうなんていう話で、いいか

げんな上のそらの、「あ、はい」なんて返事し

てたんですけども、当日雨降ってくれればいい

なと思いながら降らなくて、妻にリュックサッ

クを借りて、おにぎり２個たがって行ってきた

んですけども、すばらしい眺めを、初めて登っ

て、そんな余裕もなかったんですけども、見さ

せていただきました。長井市には本当に何も建

物なんか建てなくても、すばらしい山なんかも

たくさんあるんだなということも身をもって実

感しましたし、経済が下り坂といいますけど、
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登ったんですけども、途中で何度も引き返そう

かなと自分自身、心折れるぐらい思ったんです

けど、何とか上まで登らせていただいて、人よ

りちょっと早目に下山させていただきました。

その下りがもう非常に大変で、自分の体を支え

ていくことがどれぐらい大変かななんていうの

も、自身、体験したところで、やっぱり将来に

私みたいにいっぱい負担を残さないような市政

運営をしていくには、すっきりとしたことの市

政運営が非常に大切でないかなということを身

をもって思いましたし、一番最後のおり口にい

つも見たくない妻を呼んでおったんですが、い

つもはけんかばっかりしているんですが、ほっ

とした、妻の顔を見てほっとしたところでした。 

 ぜひ市長も、経済がこういうふうに活発にな

っているような状態ではないということは理解

していただいて、今後の市政運営に反映してい

ただければありがたいものかと思いますが、そ

の辺はいかがですか。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 いろいろご忠告いただきまして

ありがとうございます。 

 ただ、私はちょっと梅津議員と認識が違いま

して、やっぱり困っている市民の方はたくさん

いらっしゃるわけですよ。私は何も新たな投資

をすることがいいというふうには必ずしも言っ

てないです。じゃあほかに何か市民の皆さんの

例えば雇用という要望にこたえる手だてをほか

に提案してくださいよ、ぜひ。そういうふうに

して議論して方向性を導いていくべきだという

ふうに思います。 

 悪いところのご指摘とか、もちろん批判は、

当然議会ですからもちろん必要ですけども、そ

ういう、何ていうんでしょうか、比較されて私

をたしなめていただいているわけですけども、

非常に私としては余りすっきりしないですね。

むしろ、梅津議員は一番若いわけですから、正

面から議論すべきだと思います、私は。確かに

ね、私も太っていますけども、だから下り坂は

大変だから無理するな、そういうふうにご忠告

いただいているんだと思うんですけども、本当

に深刻ですよ。だって、お年寄りだけの世帯が

どんどんふえているというのは、原因は何でし

ょうか。いろいろあると思いますけども、一つ

は、確かに経済は活発ではないですよ、もちろ

ん。でも、地域によってはそういう地域もある

じゃないですか。長井市をどういうまちにすべ

きかということを、私は市民と皆様と、いろん

な団体の皆様といろんな意見交換をして、場合

によっては新たな投資も、これはリスクはあり

ますけども、リスクを恐れてばっかりもいられ

ないところはあるんじゃないかと。現に民間の

企業の皆さんとか、あるいは農業者の皆さんだ

ってそうですよ。新たな事業をされるときはリ

スクあるわけでしょう。だけど、それを頑張っ

て皆さん乗り越えていらっしゃるわけだから。

行政は石橋をたたいても渡らないというぐあい

に昔は言われていましたよ。でも、そういうい

い時代はいいんですけども、こういう厳しいと

きこそやはりどうしたらいいかということを議

論すべきじゃないでしょうか。 

 ですから、批判は批判で結構ですけども、今

みたいなお話というのは、ちょっと私はそうじ

ゃなくて、もうちょっと正面から意見交換をさ

せていただければというふうに思います。 

○蒲生光男議長 梅津善之議員、発言通告内容に

沿って質問してください。 

○２番 梅津善之議員 大変失礼しました。市長

のおっしゃることは十分わかりますし、私もど

うしてもそういうやりたがりなほうで、いろん

なことをやってきたと、自分の経営も含めてで

すけども、そう思っております。 

 ただ、何でもやり過ぎはどうしても気をつけ

なきゃいけないんだなということを身をもって

思っておりますし、ふっと立ちどまって考える

ときも人間はあっていいんではないかなと思っ
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ているところです。 

 市長のお考えは十分に理解できますし、正面

から来いということでございますが、今回は通

告しておりませんので、次回にとっておきます。 

 大変失礼なご質問をして申しわけなかったと

おわび申し上げて、質問を終わりたいと思いま

す。ありがとうございました。 

○蒲生光男議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

   散     会 

 

 

○蒲生光男議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ２時４５分 散会 




